
急病のときの対応  

19．泣き止まないとき（乳児の場合） 

家 庭 で の 処 置  

1. 体を裸にして全身を観察する（発疹、おむつかぶれ、衣類への異物の混入、耳だれ、
股のところの腫れなど）。  

2. バスタオルなどで大きく包み、ミルクを与えてみる。  
3. 屋外に出て少し散歩する（気分転換させる）。  

そ の 後 の 対 応  

 家庭で経過をみる、又は翌日に病院受診 

 泣き止んで機嫌もよくなる。 

 その時点で病院受診 

 まったく泣き止まず、機嫌が悪いのが続く。 
＊周期的に火がついた様に泣き、泣きやむとぐったりしている場合はおなかの急性疾患の
可能性もあるので注意。 


